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家族はどうすればいいの？

～認知症になっても安心して暮らせるまちづくりを目指して～
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◆「認知症」の人のために家族ができる１０ヵ条

１．見逃すな「あれ、何かおかしい？」は、大事なサイン
変化に気付くことができるのは、身近な家族だからこそです。

２．早めに受診を。治る認知症もある
認知症が疑われたら、まず専門医に受診することが大事。

３．知は力。認知症の正しい知識を身につけよう
認知症の種類によって症状の出方や進行、対応が違うため、特徴を知ることが大事。

４．介護保険など、サービスを積極的に利用しよう
サービスを利用することは家族の息抜きや、本人が社会に接する大事な機会。

５．サービスの質を見分ける目を持とう
サービスは利用者や家族が選択できるのが利点。ケアマネージャー等から情報提供を

得ることが大事。

６．経験者は知恵の宝庫。いつでも気軽に相談を
介護経験者が培ってきた知識や経験は社会資源の一つ。

７．今できることを知り、それを大切に
失われた能力の回復を求めるより、残された能力を大切に。

８．恥じず、隠さず、ネットワークを広げよう
オープンにすれば、どこかで理解者、協力者が手をあげてくれるはず。

９．自分も大切に、介護以外の時間を持とう
介護者にも自分の生活や生き甲斐があるはず。自分自身の時間を大切に。

⒑ 往年のその人らしい日々を
本人らしい生活を続けられるよう、家族で話し合いましょう。

出典：公益社団法人 認知症の人と家族の会 『家族が「認知症ではないか」と心配しているあなたへ』

認知症の人は、もの忘れがひどくなったなどの自分の変化に気付いても、家族には相

談せず、隠したり取り繕うことがあります。その変化に家族が早く気付くためには、日頃

からのコミュニケーションが大切です。そして、認知症と分かったら、正しい知識や情報

を得て、本人をどのようにサポートしていくか考えることが必要です。

※お知らせ！ 今回から、用紙の色が薄オレンジ色に変わりました。



【発行・相談窓口】
伯耆町健康対策課生活相談室 (☎0859-68-5535)
伯耆地域包括支援センター (☎0859-68-4632)

伯耆町役場内には、高齢者の皆さん

が安心して生活を続けられるように支援

を行う『伯耆地域包括支援センター』が

あります。

認知症かもしれないと思ったらご本人

やご家族だけで抱え込まず、かかりつ
け医や地域包括支援センターに気
軽にご相談ください。地域包括支援セン

ターには、認知症に関する相談員として、

認知症地域支援推進員もおります。

【認知症の相談窓口】
伯耆地域包括支援センター
☎０８５９-６８-４６３２

国際アルツハイマー病協会が、認知症

の正しい理解が進むことを目的に、９月

を『世界アルツハイマー月間』として世界

中で啓発活動を行っています。

伯耆町ではこの月間に合わせ、町内

の図書館で認知症に関する特設展示

コーナーを設置します。

また、９月２１日（水）に溝口公民館
で開催される『あたまイキイキ音読教

室』において、認知症の方のご家族が書

いたメッセージの音読を予定しています。

ぜひお出かけください。詳しくは、広報

ほうき９月号P.11、P.15をご覧ください。

（問題）反転している文字はいくつあるでしょう。

認知症のご相談は

地域包括支援センターへ

ためして脳トレ！（答え）
14個（つ・り・わ・あ・と・に・き・く・ゆ・モ・
イ・チ・ク・ア）

買い物の時は、なるべく小銭を使って支払いをしましょう！
～硬貨を探したり、数えたりすることで理解力や判断力が鍛えられます～

９月２１日は

世界アルツハイマーデー

ご存知
ですか？


